
 

 

平成28年度 第3回飯田市行財政改革推進委員会 議事録 

 

日時：平成28年9月29日（木）13：00～14：45 

場所：市役所 Ａ棟202第委員会室 

 

出席者：佐々木(重)会長、佐々木（祥）会長職務代理、木下委員、久保田委員、須山委員、 

中山委員、森下委員、西塚委員、上河内委員 

    佐藤行財政改革推進本部本部長、伊藤総務部長、櫻井財政課長、原田人事課長 

事務局 

欠席者：中島(修)委員、中島(た)委員、古田委員、林委員、山﨑委員 

 

１ 開会（伊藤総務部長） 

 

２ あいさつ 

（佐藤本部長） 

・前回の行財政改革推進委員会の中で、質問、意見をいただいた「いいだ未来デザイン2028」 

、地域自治組織制度について説明させていただいたうえで、協議事項である行革大綱（案）

について、議論していただき、その内容を次期飯田市行財政改革に反映させていきたい。

盛り沢山の内容で恐縮ですが、本日も宜しくお願いしたい。 

(佐々木会長） 

・今まで委員のみなさんからいただいた意見を事務局としてまとめてきた。人口減少、少子 

高齢化は今以上に本格化してくる中、市政運営をどのようにしていけばよいか幅広い中か 

ら議論していただきたい。 

 

３ 報告事項 

(1)飯田市公共施設等総合管理計画（案）について （櫻井財政課長） 

（佐々木（祥）委員） 

・目的別、地域別検討会議は開催されているか。 

→現在、ホール施設については鼎地区で開催されている。その他、上村弓道場、北方寮、福 

祉企業センター（分場）、桐林勤労者福祉センター、上村、南信濃観光施設については、6 

月の議会で報告し、今後、目的別、地域別検討会議が開催される予定である。 

（櫻井財政課長） 

 

 (2)いいだ未来デザイン2028（次期総合計画）の内容について（企画課） 

（森下委員） 

・飯田未来デザイン2028（原案）の「目指すまちの姿」の中には、人と人とのつながり、地 

域の誇りなど、心に響く言葉が入っているため非常によい印象を受けた。 

（上河内委員） 

・未来デザインについて、子どもたちが帰って来るまちづくりのビジョンはよいと思った。 

 

（3）飯田市の地域自治組織について（ムトス推進課） 

 （森下委員） 

「飯田市の地域自治組織制度」がわかりやすい資料であったので、是非、地区に持ち帰り、 

地域のみなさんにお知らせしたい。 



 

 

→是非、活用していただきたい。（ムトス推進課） 

（佐々木（祥）委員） 

・まちづくり委員会の中では役員の担い手不足が問題視されている。連合自治会の時よりも 

市から下りてくる役も多いことや、65歳以上にならないと役員を受けていただけないこと 

が現状である。役員の2年任期について、うまく引き継ぎができていかないことも問題であ 

る。まちづくりの制度を市民にもしっかり周知していただきたい。 

（西塚委員） 

・まちづくり委員会へ女性が参加しやすい環境とそうでない環境がある。女性が参加し活躍 

ができるような取組を行っていただきたい。 

（上河内委員） 

・地域協議会とまちづくり委員会の仕組みについて、本日の説明で勉強になった。市民の中 

では、まだ多数の人が知らないと思う。是非、周知していただきたい。 

子供たちがサッカーの練習で、グランドを使用したいができない状況があり、今後、目的 

別会議において施設のスリム化と伴に新しい使い方、施設の要望等ができるか。 

→今後、スポーツ施設も具体的にどうするか検討に入っていく段階で、使い方なども検討課 

 題になっていく。使い勝手をよくする反面、利用料等をどうするか、目的別会議での議論 

 になっていく。（櫻井財政課長） 

→議会報告会が本日より開始された。その中で、社会文教委員会のテーマが「スポーツ施設 

のあり方」が課題となっている。是非、そのような場でも意見を言っていただきたい。 

（須山委員） 

・委員の推薦方法について、子育て関連になるとＰＴＡに市から多数の推薦依頼がある。 

ＰＴＡの役員は、ほとんどがサラリーマンであるため、なかなか休みを取得しにくい状況 

である。会議時間を19時以降にしていただくなどの配慮をお願いしたい。 

推薦方法として、子育て関連であれば、サークルや一般公募などといった方法もあると思 

う。（意見） 

（佐々木会長） 

 ・飯田市の地域自治組織制度の「現状の課題」及び「課題解決に向けた対応」にもあるが1

  0年経過し見直しが必要な時期かと思う。具体的な計画はあるのか。 

→平成22年、26年にまちづくり委員会と振興センター所長で検討、検証を行った経過があ 

る。具体的な計画はないが、「住民主体の協働のまちづくり」を進めていく方向はよい 

だろうという検証結果はある。現在も、センター所長会の中でプロジェクトチームを作 

り、課題解決にむけて研究、検証をしている。未来デザイン2028の中でもその内容を盛 

り込んである。（ムトス推進課） 

（佐々木会長） 

・市内20地区ある中で足並みがそろっているか、役員の負担感、自治振興センターの職員が 

 地域自治組織を認識しているかどうか。是非、具体的な計画、見直しを実施していただき 

 たい。 

 

４ その他 

 

５ 閉会 


